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接尾語の“族”を通じて中国社会の現状をみる
戦慶勝
１．はじめに
流行語はある期間において盛んに使われる表現であり，ある社会の現状を反映するものであ
る。そのため，流行語を通じて時代の流れを把握することができる。1980年代前半から，中国
は高度成長を迎えた。改革・開放政策が実施されて以来，新しい社会現象がつぎつぎと生まれ
ることに伴い，新しい表現スタイルも続々と登場してくる。世間の人々が盛んに使う表現スタ
イルを観察することは社会変化や社会現状を理解することにつながることもある。
第二言語習得の立場からみれば，世間の人々が盛んに使用している表現スタイルを理解する
ことは，教育効果や表現能力のアップにつながる。本稿では，接尾語の“族，，によって構成さ
れる流行語を研究対象にし，現在盛んに使用されている“噴老族''“隠婚族”“混章族”“月光族”
‘‘撞牟族”‘‘考碗族”“蚊族”“鼠族”といった表現を通じて中国社会の変化や今日の現状を観察
したい。
2．“族,,の意味範鴫
歴史的にみて，“族'．［ｚｄｌｌは名詞や動詞として使われることがあり，また，形態素や接尾語
として使われることもある。ただし，名詞としての歴史はもっとも長い。本稿でとらえる．‘噴
老族，，“隠婚族”“混章族”“月光族”“撞牟族”‘‘考碗族'，“蚊族”“鼠族”などにおける“族，’
は接尾語であるが，接尾語としての意味・用法はもっとも歴史が短い。
“族”は名詞として使われる場合は，①血縁関係を持つ親族，②古代の地方組織，③民族，
部族，といった意味を表す。元結（唐）の《与濃渓郭里》“昔年苦逆乱,拳産来南奔｡，，（昔，
動乱に苦しんでいたので，一族を挙げて南に逃げてきた）における．‘族'’は①の「血縁関係を
キーワード：流行語族，中国社会
‘‘族'・は[zu]のように発音するほか，［z6u1IcOulのように発音することもある。Iz6ulのように発音されれ
ば．．､奏”に通じ．音楽のリズムやテンポの意味を表すことになり．Icou}のように発音されれば．．､綾.・
に通じ．群らがるという意味を表すことになる。
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持つ親族」という意味を表している。
②の「古代の地方組織」という意味については．《周礼･地官･大司徒》では，“令五家力比，
使之相保；五比力同，使之相受；四同力厳,使之相葬；五族力党，使之相救｡'，（政府が次のよう
に発令した。五世帯を一比とし，互いに守りあうようにさせる。五比を一間とし，互いに授け
あうようにさせる。四間を一族とし，葬式の助け合いをさせる。五族を一党とし，互いに助け
合うようにさせる）のように説明されている。
③の「民族」という意味は，英語のEthnicgroup，またはNationの訳語である2。そもそも，
古代の中国には「部族」という概念はあったが，「民族」という概念はなかったようだ。六世
紀の《南芥令》に“今渚隼士女，民旋弗革''3(今日，多くのぜいたくな振る舞いをする未婚の
男女が集団となり，変わろうとしない）という表現があった。しかし，この場合の“民族”は
｢人の群れ」として解釈しなければならず，今日でいう「民族」（Ethnicgroup，または
Nation）の意味を表すわけではない。“民族”はEthnicgroup，またはNationという意味を表
すものとして中国語に定着したのは２０世紀に入ってからのことであろう。
動詞として使われる場合は．①一族を皆殺しする．②打ち殺す，といった意味を表す。例え
ば,《史妃･魂其武安侯列侍》“及系，潅夫罪至旋,事日急,渚公莫敢夏明言子上｡”（早速縛った。
潅夫の罪は族滅に至った。執行の日，急いでやったので，大臣たちは再び皇帝に報告する勇気
がなかった）の中の．‘族”は①の「一族を皆殺しする」という意味を表すので，動詞である。
また，杜牧（唐）《阿房官賦》“族秦者,秦也，非天下也”（秦を滅ぼしたのは秦自身であり，
天下の人々ではない）の中の“族”は「滅ぼす」「滅亡させる」の意味として解釈することが
できるので，②の「打ち殺す」という意味に近い動詞にほかならない。
形態素としての‘‘族”は“民族，，“双族”“族群”‘‘族枝”のように単語を構成するが，単語
内部の意味構造として違いがないわけではない。“民族”“双族”における‘‘族”は前置の形態
素の限定修飾を受けているのに対して，‘‘族群”“族枝”における‘‘族”は後置の形態素の意味
に限定修飾を加えるものである。
接尾語として機能する“族.，の意味・用法はおそらく現代に入ってからのことだろう。これ
は日本語の影響を受けたものと思われる。1950～1960年代ごろ，日本語に生まれた「カミナリ
族」や1970年代から1980年代にかけて大きく社会問題化した「暴走族｣，さらに1978年に登場
した「窓際族」などにおける「族」は，ある傾向のグループを表す接尾語であり，そのような
意味・用法は台湾に伝わり，台湾を通じて中国本土に伝わったと考えられる。
本稿でとらえる．‘噴老族”“隠婚族'，‘混章族'．“月光族'，“撞牟族”“考碗族”‘‘蚊族”‘‘鼠族”
２郁吋迄（2002）は「民族」という語は近代になって日本語に入ったとしている。日本語ではEthnic
groupやNationといった名詞を翻訳するために，“民族”に新たな意味を与えたという。その後Ethnic
groupやNationといった概念は日本語を通じて中国語にも定論したとしている。（《Ethnos（民族）和
Ethnicgroup（族群）的早期含又与厘用》，《民族研究》2002年第４期を参照｡）
３《南芥令》列侍之三十五《高逸侍・願炊侍》。
290
接尾語の．‘族”を辺じて中国社会の現状をみる
における“族”は「ある傾向のグループ」を表す接尾語であり，日本語の「暴走族」や「窓際
族」の意味・用法とほぼ共通している。このことから．日本語と中国語の特殊な，複雑なつな
がりが見えてくる。
ただし，“哨老族'．‘‘臆婚族”“混章族”.，月光族”‘‘撞牟族”‘‘考碗族，，の語構成には，一つの
類似点がある。それは“族',が後続することによって前置の動詞フレーズに含まれた動作的意
味が捨象され，“噴老族',“隠婚族”“混章族”．､月光族，，“撞牟族”“考碗族”が一名詞になった
ということである。また，．､蚊族”“鼠族･’の単語内部の意味榊造については．「蟻のように振
る舞う人間のグループ｣，「ネズミのように振る舞う人間のグループ」のように解釈することが
できるので,前置の“蚊，，や“鼠”は，引き合いに出されて比iI煎的に用いられる形態素である。
3．新語と流行語の違い
社会言語学の観点からみれば．新語や流行語は時世の有り様をリアルに映し出しているの
で．それに関する研究は社会の変化や社会の現状を観察するのに役立つものである。しかし，
新語と流行語はけっして同じものではない。新語は新しく生まれた概念を表現するための単語
であるのに対して，流行語は急に世間一般に行き渡り広がる現象を表す表現としてとらえられ
る。つまり，新語は流行語に含まれることがあるが，流行語は必ずしも新語であるとは限らな
い。
例えば2009年，中国の《国家梧言工作委員会》は2008年の流行語を発表した。359の表現を
流行語として認定されたが，その中で“山塞''１はもっとも使用頻度が高く，それに続いて，“三
緊領肢"5"堰塞湖''6がそれぞれ二位と三位を占めている。しかし，．‘三緊領肢”や．､堰塞湖”
は古くからあるものなので，新語とはいえない。
さらに，流行語は既存の表現に新たな意味が加わる場合もある。例えば，2013の流行語とし
’“山塞”はもともと，とりでのある山間の村を指していたが．今は偽ブランド，パクリ商1W,や物まねの
意味を表すようになった。偽ブランドやパクリ商品を指す意味は1970年代の香港に生まれ．1980年代に
広東の沿岸部に伝わった。偽ブランドやパクリ商品を表すものとして．．‘山纂貨”（バクリ商船）‘・山塞版.．
（海賊版）“山塞手机，，（偽ブランドの携帯通論）のような表現があり．物まねの意味を表すものとして．
．､山纂明星.．（物まねスター ）．.山塞春晩.．（蒜節に放送する芸能バラエティ特別番組を真似する放送）の
ような表現がある。
５．‘三緊執肢”は化学物衝のメラミンのことである。2008年９月８日，メラミンで汚染された粉ミルクを飲
んだ乳児１４人が腎臓結石になったことが明らかにされた。粉ミルクは河北省石家荘市の「三鹿集団」に
よって製造され．同社は８月６日以前に製造した粉ミルク700トンの自主回収を決定した。このﾘ‘件の責
任を取り，国家質検総局の李長江局長は辞任した。2008年12月．三鹿集団は破産申請をした。2009年１
月22日，河北省石家荘市の中級人民法院は．酪農業者ら2人に死刑を．三鹿集団の元会挺Ｈ１文兼に無期
懲役の判決をそれぞれ海い渡した。
６．.堰塞湖”は堰止め湖のことである。2008年．四川大地震で四川省北川県の唐家山にできた巨大な堰止
め湖は下流の人々の生命や財産に二次災害をもたらす危険があるので，毎Ｈのようにテレビで報道され，
国民の関心を集めた。
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て，“土豪''7は得票率がもっとも高かった。この表現は本来，悪質な地主や地方のボスを指し
ていたが，今では，にわかに大金持ちになり，値段を問わず高価なブランドを購入し，富を見
せびらかす魁かな裕福層を指すようになったのである。
このような意味の変化により，‘‘土豪婚礼”（誇示される結婚式）“土豪汽牟”（誇示用の車）
"土豪心悉',（誇示したい精神構造）“土豪文化，（誇示したい意識文化）のような表現も生まれ
た。これらの表現は社会の醜悪な面をさらけ出していると同時に，貧富の格差に対する国民の
いらだちも反映しているのである。
2009年中国《国家塔言工作委員会》が公表した359の流行語の中に“族”という接尾語を含
む語が多くあった。これらの‘‘族”を含む流行語は社会変動の表れでもあるので，それを時代
の足跡として記述することは，ある程度，中国人のライフスタイル，中国の社会現状を理解す
るのに寄与できると考えられる。
新しい表現スタイルは多くの人々の間で盛んに使われていれば，流行語になる。とくにイン
ターネットが発達している今日では，何かのきっかけで新しい表現がネット上で使用され，そ
の後，一般に受けられたら，流行語の誕生になる。すぐにすたれるものが多いが，社会現象を
映し出すものとして定着するものも少なくない。
ただし，“山塞”や“三緊領肢',.‘堰塞湖"，さらに“土豪”などが社会の変化をリアルに映
し出しているのと異なって，“族'，という接尾語を含む流行語は社会の変化を映し出している
と同時に．しゃれているという側面も持っている。
4．接尾語の“族”を含む流行語
‘､族”という接尾語は生産性が高いので，2000年以降，それを含む流行語が数多く生まれた。
以下では，中国社会の今をよく映し出している“噴老族”“隠婚族”‘混章族”“月光族”“撞牟
"土豪”という表現は宋の時代にすでに使われていた。《宋補・股瑛侍》“叔宝者，杜坦之子，既土童多望，
内外渚軍平井寺之｡，，（叔宝という人は，杜坦の子である。地方の豪族で人望があるので，内外の軍事を
掌握している)，《南史・宅鼎侍》“州中有土堂，外修辺幅，而内行不軌｡”（州内の豪族は外見的にはセ
ンスがよいが．内心的には違法行為を企んでいる）における“土豪”は地方の金持ちや豪族を指すもの
である。
願炎武（滴）〈与人帯》“号角元期，紹菱久散，惟代者垂桐孤根……不至力土堂竺肉，即石田十頃徐困
鋳瞥，尚得力首丘之汁｡”（馬車がなく毛皮の服もぼろぼろになっている。ただ年長の人がこの唯一の跡
継ぎに同怖を寄せているので，……悪人の食い物までにはなっていない。目下は１０頃の癖せた畑を少し
ずつ転売し，それによってやっと仮埋葬ができた)，郡撚行（清）《晋宋令故・土豪》“然則古之土童，
多涜之隆号；今之土堂，里庶之丑称｡”（しかし，背の土豪は地方の豪族だが，今の土豪は町村の悪者で
ある）の中の“土豪”は地方の悪人を指している。
また，文天祥（宋）《己未上皇帝帯》“至如渚州之又甲，各有土窒;渚咽之壮丁，各有隅技。彼其人望，
カー州之技雄｡”（各州の義兵に至ってはそれぞれ親玉が選ばれており，各グループの壮丁もそれぞれ得
意とするところがあり．その人望はその州においてはトップである）の中の“土豪”は地域のリーダー
や集団のボスを指している。
292
接尾語の．､族”を通じて中国社会の現状をみる
族”‘‘考碗族”“蚊族”‘‘鼠族”に絞って社会言語学の観点から，これらの表現の指し示してい
る社会問題とその背景的要素について考える。
4.1．"哨老族”
ＮEETはNotinEducation,EmploymentorTrainingの略で，正式な仕事を持たず．学校で
職業訓練も受けず，もっぱら親の支援をたよりにして生活している若い人を指すが，．‘噴老族”
もＮＥＥＴとほぼ同じ意味を表すものである。“哨老族”は動詞の‘哨”（かじる）と名詞の‘‘老”
(お年寄り・両親）と接尾語の“族”からなっている。この三つの形態素によって構成される
流行語は大人になっても，独立できずに，親のすねをかじる20代，３０代の若者を指す。
“噴老族”という表現は上海などの都市部を中心に流行っている。．.噴老族，，という現象は社
会問題になっているが，なぜそのような現象が生まれ，しかも，それが年々増えているのかと
いえば，原因は若者自身とその家庭に求められる。
若者自身の原因としては，現実から逃避するということが指摘されうる。“噴老族”と称さ
れる若い人たちは一人っ子政策が実施された後に生まれ，甘やかされて育ったため，ハング
リースピリットが欠けている。彼らは高学歴であるとはいうものの，傷つきやすい世代とも言
われている。つまり，ぜいたくな生活を求めているのと対照的に，苦しみやつらさを耐え忍ぶ
根性が欠如しているのである。
“噴老族”たちは幼稚園の時から良い教育を受けているが，過保護されているため．大人に
なっても，逆境を耐え忍ぶことができず，ちょっとしたつまずきで落胆してしまい，困難から
逃げてしまうのである。着実に仕事をする気持ちが欠けているので，当然のことながら，収入
が低い。その結果，常に親のサポートを求めるのである。
“哨老族”たちは非現実的な高遠な目標を追い求めているが，社会人になっても社会に融け
込む心の準備はできていない。わがままで，ときどき自信過剰になることもある。しかし．プ
レッシャーやストレスに弱いので，彼らは頻繁に職場を変える。つまり，職場に適応できなく
なったら，あるいは自分に都合の悪い話を責められたら，簡単に仕事を辞めて平気で親の支援
を受けるのである。
また，家庭の原因としては，改革・開放を経て，中国の社会が豊かになったため，遊んでば
かりいて働かない人を養う余裕ができたこともあげられる。1979年，一人っ子政策が実施され
て以来，中国の家庭構造は子供１人，親２人，祖父母４人のようになってしまった。いわば，
子供１人が６人の大人に囲まれているので，家庭の殻によって至れI)尽<せりで保護されてい
るのである。
親の子育て態度も“噌老族”の増加を助長している。子どもが大学を卒業して仕事をしなく
ても，親が喜んで甘んじるからである。子供１人，親２人，祖父母４人のような家族構成では，
家族のすべての夢が子どもに託されているので，親が子どもの能力などを無視して高速な目標
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を立てて，自分の考えなどを無理に押し付けるのである。
子どもは，自分の意志で仕事を選んだわけではないので，手に入れた職業を大切にしない。
任に堪えなくなったら，仕事を辞めてしまうのである。しかし，親は子どもを溺愛しているの
で，子どもが困難にへこたれて，頻繁に職場を変えても，理の当然のように受け止めることが
多い。新しい仕事が見つかるまで，子どもがぶらぶら遊んでいても，親が放任するのである。
子どもの将来について，考えだけが先走るがゆえに，我が子の能力を過大評価してしまうの
である。中国の親は常に子どもの健康状態などに気を配るが，子どもの独立意識，苦労する意
識の養成をおろそかにする傾向がある。つまり，親たちの中にある，頭脳を働かす者は人を支
配し，肉体を働かす者は人に支配さるという偏見が，足元を固めず高望みするという結果を次
第に醸し出しているのである。
更に，“噴老族，，が生まれた背景的要素として，中国の教育システムの問題も指摘しておか
なければならない。現在の中国の教育システムはいろいろな弊害を生み出している。学生が小
学校から大学までは一生懸命に勉強するけれど，もっぱら進学するための教育を受けているの
で，大学を卒業しても自分の人生計画をうまくたてることができない。“高分低能'，（点数が高
く能力が低い）ということばは，まさにそのような，社会に適応する能力のない人たちを的確
に表現しているのである。
“噴老族”の生まれた社会的要素について考える場合，もう一つの事実を見逃してはならな
い。それは“学而代則仕'，（学問ができる者は役人になる）という伝統文化の影禅である。こ
のような伝統をもつ中国社会においては，肉体労働を軽視する風潮があり，権力に対する崇拝
が根強い。肉体労働を軽視する結果，考え方が浮ついてしまい，目的達成の裏付けをないがし
ろにしがちである。
“噴老族”という現象は経済状況が良い家庭に限らず，経済的にそれほど恵まれていない家
庭にも見られるようになりつつある。都会に生まれた若者は，学歴がなくても，汚い仕事，き
つい仕事，危険な仕事を敬遠する傾向がある。ひどい場合は，年金生活の親に頼って苦しい生
活をしていても，平気でいられる人がいるようである。
“哨老族”と正反対の意味を表す新しい表現は“奔奔族”である。ここの“奔奔”は休みな
く奔走するという意味である。“奔奔族”は主に1970年代後半から1980年代前半の間に生まれ
た，懸命に働いている人たちを指す。同じ若者でありながら，“奔奔族”たちが張り切って精
を出しているのと対照的に，“噛老族'，たちはぶらぶらと遊んでばかりいて真面目に仕事をし
ないのである。
4.2.“隠婚族”
“隠婚”は文字通り，結婚のことを隠すという意味である。現代中国の社会において，結婚
の相手がいないことで頭を悩まされている人もいれば，結婚していても公開せず．独身だと言
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い続ける人もいる。このような，婚姻届けを出しているにもかかわらず，結婚の事実を隠し続
け，独身の姿で公の場で活動する人々のことが“隠婚族”と呼ばれている。
‘隠婚族”と呼ばれる人はほとんど多国籍企業や大手企業のホワイトカラーであり，女性が
中心になっている。また，“隠婚”という現象は“北上r-”（北京・上海・広州）のような大都
会に多く見られ，年々増加の傾向にある。“隠婚族，，の特徴として，次の４点が指摘できる。
①人との付き合いに熱中するが，祝祭日には会社に姿を現さない。
②公の場で異性と親密にするが，単独で異性と付き合うことはしない。
③独身貴族と言いふらしていながら，なるべく恋愛関係の話題を避ける。
④会社で電話を受け取るときに，得体が知れない口調で話すことがある。
“隠婚族”の存在は競争社会における現代中国のキャリアウーマンの窮地を反映している。
現代中国の社会は男女平等になったといわれているけれども，実際の職場においては，女性に
対する差別がまだ根強く残っているようである。“隠婚族”には30歳前後のキャリアウーマン
が多く，彼女たちの結婚事実を隠す目的は婚姻責任を逃れたいためではなく，職場での権益を
失いたくないからである。
また，多くの会社ではキャリアウーマンの存在が大きく，会社側もキャリアウーマンに大き
な期待をかけている。しかし，昇進の話になると，既婚の女性がどうしても不利になってしま
う。妊娠，出産，さらに育児をする女性は会社にとって利益にならないからである。結婚して
いる事実を公表したら，昇進の道を自ら閉ざすことになる。したがって．向上心の強いキャリ
アウーマンは会社での権益を守るため，よりよいポジションを得るため．やむをえず，結幡事
実を隠さなければならないのである。
職場の人間関係も結婚事実を隠すことの原因の一つである。毎日いろいろな人と付き合わな
ければならないキャリアウーマンが家庭を持つということになったら，取引先の男性から敬遠
されることはもちろんのこと，社内の同僚からも疎遠される心配もある。相手にしてもらえな
くなったら，パートナーたちと触れ合う機会が少なくなり，情報を得にくくなる恐れがある。
つまり，結婚したことが原因でステータスが下がり，まわりの男性が気にかけてくれなくなる
ことを危倶して，“隠婚族”になるのである。
改革・解放によって，社会環境が変わったことも“隠婚族”が年々増加する原因の一つとし
てとらえられる。昔は婚姻届を出すのに，勤務先の証明書がなければならなかった。しかし，
法改正で，勤務先に報告する必要がなくなった。そのため．本人から結婚事実を打ち明けない
限り，知られることはない。つまり．昔は結婚事実を隠すことが出来なかったが，今は．仕事
を円滑に運ぶために，異性からの協力を得るために，，‘臆婚族，，になったほうがメリットが大
きいと考えていれば，結婚事実を簡単に隠すことができるようになったのである。
“隠婚'，という現象は中国社会の競争の激しさをあらわにしている。しかし，結婚事実が簡
単に隠せるということは，中国社会が昔と比べて進歩したことを意味している。つまり，政府
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の規制緩和によって，個人の自由はある程度，保障されたのである。
4.3."混章族”
2013年の大学進学率は30パー セントを超え8,大学教育はもはや秀才教育ではなくなった。大
学卒業生の急増に伴い，大学生の就職は難しくなってきた9．就職氷河時代と言われている今日
では，就職するための要件として，一定期間のインターンシップが義務付けられている。具体
的に，就職活動をするにあたって，公印付きのインターンシップ受け入れ先の証明書の提出が
要求されているのである。
しかし，大学生はインターンシップという名義で積極的に企業に行くが，本気で仕事を体験
するかどうかは別である。企業で毎日を無駄に過ごしている大学生は企業からまったく評価さ
れない。このような，インターンシップの名義で，企業に行くが，就業体験もせず，いい加減
に過ごして．これということを何ひとつ身に着けなかった大学生のことが“混章族'，と呼ばれ
ている。
“混章族''は動詞の“混”（どうにかこうにかして，何かを手に入れようとする）と名詞の“章”
(印章）と接尾語の“族”からなっているものである。動詞としての“混”は，またいいかげ
んに過ごし，何事もできないという意味も含み持っている。
“混章”（どうにかこうにかして印章を手に入れる）は“混帳”（ろくでなし・ばかもん）と
字音が同じなので．いい加減なことをしてインターンシップの証明普を取得しようとする学生
のことは，また“混帳族”とも呼ばれる。‘‘混章族”にしても“混椎族”にしても，その言い
方からもインターンシップ受け入れ先の苛立つ気持ちが想像できる。
“混章族”のインターンシップをする目的は，企業活動について体験するためではなく，履
歴書に記録を残したいだけである。履歴書が華やかであれば，就職活動をする際に，有利にな
ると考えているからだろう。さらにひどいのは，企業に行かずに，友人や親せきに頼んで，公
印を押してもらうだけで済む人がいるようである。“混章，，（どうにかこうにかして印章を手に
入れる）という行為は自分をだまし，人をもだますから，確かに“混帳'，（ろくでなし・ばか
もん）である。
．‘混章”という行為は過保護されて育った大学生からみれば，恥ずかしいことではないよう
だ。このような，楽なことばかりをやりたがる大学生に対して懸念の声が出ている。経験と能
力がなければ，たとえ就職ができても，仕事をうまく成し遂げることが難しいだろう。考え方
や行動が浮ついて，しっかりとしないという意味において，“混章族”は“噴老族”と共通し
ているのである。
82013年１１月20日の《人民日報》の記那，《最堆就此年如何破解》を参照。
92009年以降，大卒就職率は86％台で推移しているが，2013年はこれを下回ると推測されている。
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4.4.“月光族”
現代中国語では，“光，，が名詞として「ヒカリ」という意味を表すほかに，形容詞として「光
る」「輝く」という意味を表すこともある。“光”は，また“吃光”（全部食べてしまう）‘‘喝光”
(全部飲んでしまう）“用光”（使い果たす）‘‘焼光”（すべてを焼き払う）“拾光'，（すべてを奪
い取る）のように動詞の後について結果補語として用いられることもある。
結果補語の意味・用法から動詞的意味・用法が派生した。動詞として使う場合，“光盆迄幼”
(お皿のものをきれいに食べる運動）のように「何も残さない」という意味を表し，“月光族'’
における“光'’は“光盆迄劫”における“光'，と同じ性格のものである。「何も残さない」と
いう意味を表す動詞の“光”は結果補語としての“吃光”．‘喝光”“用光”における“光”の意
味と同じである。“月光族”は「まったく貯金をせず，その月の給料を全部使い果たす」現代
の若者のことを指す。
．‘月光族，，と呼ばれる人は仕事を持つ20代の未婚の人が多い。彼らは，中国経済が配給制度
から市場経済に移行し，物質的に豊かになり始めた1980年代以降に生まれて成長した世代であ
る。子どものころは“小皇帝'，とも呼ばれてきた彼らは何でも自分が優先された環境に'慣れて
育った世代である。彼らにとって，親の世代まで続いた「貯金をして将来に備える」という伝
統的な生活理念は陳腐のように見えるだろう。
“月光族”が求めているのは今現在の喜びと，ワンランク上の生活である。ぜいたくな生活
を優先にしているので，金を惜しむことなく常に新しいファッションや新しい楽しみをやみく
もに追い求めているのである。高価なブランド製品を買ったり旅行したりして，気楽に‘愉しく
暮らしているのである。
“月光族',の増加に伴って，“月光姪沸”ともいうべき経済現象が生まれている。今，北京，
上海，広州などの大都会では“月光族”をターゲットとしたマンションの開発が進んでいる。
間取りはシングル向きで，デザイン重視などがセールスポイントとなっている。マンションは
管理人つきの24時間管理体制を採っている。また，“月光族”はマイカーブームの影響で好き
な車を買うのに収入をつぎ込むことをいとわない。
“月光族”と．‘噴老族”は共通する面もあれば，相違する面もある。共通点としては，自己
本位で金銭感覚が麻庫していることなどがあげられる。相違点としては，前者の“月光族”が
目標を実現するために一生懸命に努力し，稼いだ金を全部自分のために使い果たすのに対し
て．後者の“噴老族”は，働く意欲がなく，もっぱら親のすねをかじるということが指摘され
うる。
4.5."撞牟族，，（"磁資"）
相手の運転ミスをねらって，わざと相手の車に接触し，高額の修理費用や慰謝料を恐喝する
無法者たちのことは，“撞牢族”と呼ばれている。“撞'’は動詞で，ここでは「衝突する」「ぶ
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つける」といった意味を表している。
2013年，中国の自動車生産台数は2200万台を突破し，連続５年世界一の座を維持している。
車の急増は交通事故や環境問題だけではなく，治安問題ももたらしている。“撞牟族”という
表現は自動車の急増がもたらした治安問題の深刻さをむき出しているのである。
北京あたりでは“撞牟族”のような無法行為が“磁盗'．（‘‘磁”は「ぶつける」の意味である。
"髭”は磁器の意味であるが，ここでは自動車などの塗装に使われるラッカーのことで．傷つ
きやすいものを暗示している）とも呼ばれている。
“撞牟族”と“磁盗”は同じ事柄を表すが，前者が行為を実行する集団にフォーカスをあて
ているのに対して，後者が行為そのものにフォーカスをあてている。“撞牟族”よりも“敬盗”
のほうが真に迫った言い方で，もっと適切な表現だと思われる。修理代をつり上げるために，
"磁盗'，に使われる車は高級車が多い。“撞牟族，’は主に他の地域の車を恐喝のターゲットとし
ている。衝突事故を起こしたあと，人数が多いことを笠にきて，示談に持ち込み，高額の修理
代をゆすり取るのである。
“磁盗”をやるためには，まず運転技術が要求される。自分の車が外見上，ぽろぽろになら
ないと，法外な修理代をふっかけることができない。そのため，体当たりをして車のボディー
が惨めになるほどよいが，重要な部分は大した損傷を受けないのが金を編し取る秘訣である。
また．死傷者を出してはいけない。もっとも肝心なのが事故の全責任は相手側にあるようにし
ておき，弁解のしょうがないようにしておかなければならない。
“撞牟族”（"磁盗''）の登場は，モラルの低下のほかに，中国の自動車保険システムにも関係
があるようである。保険会社に事故を報告しても，手続きが煩雑であるため，当事者は面倒を
いやがる。とくに省外（県外）で事故を起こした場合は，もっと時間と精力が必要になるため，
示談で解決すれば．手間などをかけないですむというメリットがある。しかし，示談によって
解決しようとする意識は，“磁盗”のような犯罪行為を逆に助長しているのである。
学校教育の中身が現実離れをしていることも“撞牟族'，（"磁盗，，）のような無法行為が生じ
る一因である。義務教育が普及されたが，かつての道徳教育は社会主義の理念に基づき，愛国
主義を中心に推し進められていた。最近は人間尊重，生命尊重の精神に基づき，道徳教育の内
容が見直されているが，その効果はまだ出ていない。拝金主義が蔓延している現在，人間の自
然的本能と誠実，正義，信頼との対立をどう調整するか，道徳教育の内容が問われている。
4.6.“考碗族，，
“考碗族”における“碗'’は“仮碗”（飯茶碗）のことである。“仮碗”は比|愉的意味として
職業や生活のよりどころを指すこともある。例えば，“砥仮碗'，（ここでは“唖”が「割る」「砕
く」の意味）は飯の食い上げになるということであり，“我仮碗”（"伐”は「さがす」「見つけ
る」の意味）は「仕事をさがす」のように解釈することができる。
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“考碗族,’における‘‘考'’は動詞であり．「試験をする」「試験を受ける」という意味を表し，
"碗，’は職業という意味を表している。“考碗族”というのは，安定的な生活を求めて公務員試
験を受ける人々のことを指す。
かつては，社会主義計画経済のもとで都市部での就業形態は，労働力が役所から企業へ配属
され，就職してから定年後死ぬまで，勤務先から住宅，医療費，年金の受給などが保証されて
いた。定年退職するまでの常用労働者としての安定的就業形態は“秩仮碗”（鉄の飯茶碗は割
れる心配がないことから，親方日の丸の仕事に替えられる）と呼ばれるが．このような保障を
受けられない農村部の人からみれば役所や国有企業に勤務することは，一種の特権を手に入れ
ることになり，不平等感を募らせても仕方がない。
親方日の丸の仕事についていることは“端着秩仮碗'，（食いはぐれのない働き口をもってい
る）といわれていたが，1990年代から始まった国有企業の改革によって，親方日の丸的システ
ムが打破された。民営化された企業においても能力給が主流になっており，企業の破産は日常
茶飯事のようになっている。
国有企業の民営化と対照的に政府機関においては，仕事ぶりや能力に関係なく，定年退職す
るまで機械的に均等の待遇を受けるのである。公務員になることはまさに割れる心配もない鉄
の飯茶碗を手に入れるようなことで，最近は若者の安定志向により，公務員試験を受ける人が
年々増加している。
“考碗族”の増加に伴って，国家公務員試験の競争率がますます高くなっている。2005年の
倍率は３７：ｌであるのに対して，2006年は４８：ｌとなり，2007年の倍率は６０：ｌとなった。さ
らに，2013年の倍率は239：ｌになっている。
市場経済の波にさらされ，企業破産のニュースが毎日のように報道されている今日では，民
間企業に就職してもリスクを伴う。それより，いかなる状況でも，飢える心配のない国家公務
員や地方自治体の公務員が若者を中心に人気がある。“考碗族”は大学の卒業生に限らず，有
職者も少なくない。また，“考碗族'’は１ヶ所だけではなく，あちらこちらで公務員の試験を
受けるのが特徴のひとつである。
“考碗族，，という言い方が生まれたことによって，最近では“秩仮碗”の意味が変わった。“考
碗族”の内部では，公務員試験を受けることを．‘考碗'，というが，受ける試験の内容の違いに
よって，“考金碗”“考根碗，，，‘考桐碗”‘‘考秩碗”のように分けられている。「金」は「銀」よ
りも価値が高いので，国家公務員試験にチャレンジすることは，“考金碗”と呼ばれ，省の公
務員試験を受けることは“考根碗．，と呼ばれている。「銅」と「鉄」は「金」「銀」より価値が
低いので，当然のことながら，市レベルの公務員試験に合格した場合は“桐碗”を手に入れた
ことになり，県（村，町）レベルの公務員試験に合格した場合は“秩碗”を獲得したことにな
る。
．‘考碗族”の増加する要因として，若者の安定志向が挙げられる。経済発展の傍ら，貧富の
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格差や官僚の特権などに庶民の不満が高まっている。若者は経済発展の恩恵をさほど受けてい
ないので，将来への希望の少なさが安定志向につながっている。つまり，経済発展の恩恵を享
受するためには，特権階級の一員になるのが早道である。
公務員志望の増加は，将来への不安によるものであるが，背景として存在する社会保障シス
テムの弱さも原因の一つとしてとらえられる。社会保障が整備されない限り，公務員の特権を
打破しても.‘考碗族”は増え続くだろう。本来，反骨精神のある若者が社会構造変化のツケを
押し付けられた結果，リスクを取らなくなったのである。
4.7."蚊族”
“蚊族”は大学を卒業したばかりの低所得者を指している。“蚊”は「蟻」の略字である。大
学を卒業したばかりの低所得者はアリのように，朝から晩までせわしく立ち働いていることか
らそのように呼ばれているのだろう。中国語における「蟻」の認知的意味は「昆虫」のほかに，
根気よくこつこつと大きな仕事を成し遂げるという意味もある。つまり，“蚊族”の認知的意
味は必ずしもマイナスとは限らない。
“蚊族，，と呼ばれる貧困層の若者は知能指数が高い。しかし，仕事や収入，生活能力などの
面においては，弱い立場にある◎今日では，“蚊族”が農家の人々，出稼ぎ労働者，リストラ
された人々に次いで，四番目の負け組とされている。それにもかかわらず，彼らは自分の夢を
捨てず，現状打開を目指して絶えず努力を続けているのである。
2008年のリーマンショック以降，大卒の就職状況は急速に悪くなり，仕事を求めて大都会に
集まった新卒は理想の仕事が見つからないため，保険の販売，飲食業といった賃金の低い仕事
を甘んじて受け入れるしかない。しかも，就職ができても，会社からは医療保険や失業保険や
年金保険などを払ってもらえないケースもある。
．‘蚊族”たちは夢の実現を目指して，アリのようにこつこつと働くが，収入が低いので，郊
外の狭いアパートを借りて暮らすのが普通である。ひどい場合は地下室や防空施設を借りて住
むケースもある。地下の施設に住む“蚊族”のことは，また“鼠族”（次節で詳しく述べる）
とも呼ばれている。“蚊族”の暮らすエリアは．‘蚊域，，と呼ばれている。
“蚊族”の数はどれぐらいいるか,詳しいデー ター はない。“蚊族，'現象の悪化は1999年以来，
大学卒業生が急速に増えたことと関係するが，若者の都会志向や就職観念も原因である。つま
り，．‘宇要北京一雅床，不要外地一套房，，（地方で家を持つよりも，むしろ北京でベッドを一つ
持ったほうがよい）という観念や人生の成功は大都会にあるという観念に駆り立てられて，多
くの大学生は“北上ｒ”（北京・上海・広州）のような大都会での就職を選んでいるのである。
夢がかなうように，生活のより便利な大都会に赴くが，中国特有の戸籍制度という壁に突き
当たり，就職活動にしても，創業にしてもままならないことが多い。さらに，戸籍を持ってい
ないことが原因で,居住地で公営住宅を申請する資格がない。しかし，彼らは固い信念を持ち，
300
接尾語の“族”を通じて中国社会の現状をみる
けっして挫けることはない。“蚊族”現象はすでに注目されるようになったが，戸籍の規制が
緩和されない限り，低所得者向けの公営住宅が充実されない限り，改善は見込めない。
４８.“鼠族”
“鼠族”はモグラのように暗くて乱雑なところに住んでいる人々のことを指しているが，狭
義的に解釈すれば．主に北京で地下の施設を借りて暮らす貧困層を指すのである。若者の大都
会志向により，北京は外来人口がどんどん贈え，家賃もどんどん上がっている。それに伴い，
出稼ぎ労働者や大学の新卒が中心となる貧困届は‘､蚊族”として地上で家を借りて生活するこ
とはだんだん手の届かない望みとなってきた。
なぜ，“鼠族'，たちは故郷に戻らないかといえば，原因は地域の格差に求められる。生活が
不便で医療条件が悪い故郷より，大都会のほうが魅力的である。“北上ｒ'，（北京･上海･広州）
での収入は少ないとはいえ，貧困地域の数倍である。
不動産価格の高騰，及び2008年以降の世界同時不況は“鼠族，，の誕生の直接原因である。中
国国家統計局によると，2013年11月１ケ月の住宅価格は前年比１０％上昇した。北京の上昇幅
はもっとも大きく，住宅価格は１６％上昇し，家賃の価格は12％上昇した。2012年の北京市の
総人口は2069.3万人に達し，そのうち，北京市の戸籍を持たない，いわゆる「外来人口」は
773.8万人'0で，全体の37.4％を占めている。
《南方都市根》は独自の調査に基づいて，北京市の「外来人口」の約五分の一は地下の施設
に住む‘鼠族”であると推測している。しかし，北京市はこれを否定し，2012年の調査で，約
28万人が昔の防空施設や地下室を利用しているというｌｌｏ
２０１３年３月閉幕した中国の全国人民代表大会で習近平国家主席と李克強首相を中心とする新
政権が発足した。習近平国家主席は閉幕演説で，“中国夢，，（チャイナ・ドリーム）というフレー
ズを９回も繰り返した。このフレーズに国民のさまざまなドリーム（例えば，出稼ぎ労働者は
都市部に定住することをドリームとし，２０代，３０代の若い夫婦は自分の家を持つことをドリー
ムとする）が集約されているのだろう。
しかし．チャイナ・ドリームを現実化するためには，まず直面した大気汚染，交通渋滞，環
境汚染，食品安全，住宅価格，格差拡大などの問題を解決しなければならない。中間層のマイ
ホーム・ドリームは不動産価格の高騰によって打ち砕かれ，投機目的で不動産を購入する一部
の裕福層が住宅の転売によってさらに財産が増える。
さらに出稼ぎ労働者や若者といった弱者はマイホームどころか，地上で家を借りることも難
しくなってきた。不動産価格の高騰は貧富の差の拡大という悪循環を導いているのであり，都
市部でマイホームを持つことは高嶺の花になりつつあるのである。
１０北京市坑汁局《北京市２０１２年国民鐙沸和社会貴展坑汁公扱》を参照。
皿北京市坑汁局《北京市２０１２年国民姪沸和社会貴展坑汁公根》を参照。
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“蚊族”“鼠族”という表現は苦境下の中国の負け組の実態をリアルに描き出している。所得
の格差や地域の格差を縮めるためには，社会保障システムの整備，戸籍制度の改革，さらに貧
困地域の底上げなどを本気で取り組まなければならない。これまで速いベースで経済成長を成
し遂げた中国だが，これからは成長モデルの転換や格差の是正を優先課題としなければならな
い◎
5．むすび
流行語は社会現象の縮図である。以上で述べてきた流行語は，いずれも今の中国社会の一端
を外面的,感性的にとらえたものである。“哨老族‘，‘‘隠婚族”“混章族，，“月光族”“撞牟族”“考
碗族'，“蚊族'，“鼠族”といった流行語は，まだ普通の言い方として新聞やテレビなどでは使わ
れておらず，辞書に定着していないようだが，その暗示的意味から中国社会の移り変わりを端
的にうかがい知ることができる。
中国は改革・開放を実施してから35年になり．市場経済の道を歩むと宣言してから，もう２０
年以上経った。経済の高度成長が続き，国民の生活水準や教育レベルの向上が目覚しいｏしか
し，それとともに，道徳の退廃や拝金主義の蔓延も深刻になりつつある。“ﾛ肯老族”‘‘奔奔族',
"隠婚族'’‘‘混章族，,‘‘撞牟族',“考碗族”“蚊族”“鼠族”などは激動している現代中国社会の鏡
でもある。
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